
〔別紙②〕 

          子どもの権利        〈  月  日 （  ） 〉  

 (１) 次のア～コの項目を重要だと思う順に記入しましょう。 

 

 

       

 

 

 

 

                            

 

  

(２) １位にしたものとその理由を書きましょう。 

 

(３) ランキングから外したものとその理由を書きましょう。 

 

(４) もし、ランキング外にした権利がなくなったどのようなことが起きると考えられるか。 

 

 

 

 

２ クラスの人の考えを聞いて、子どもの権利について考えたことを書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

           〈 ３年   組    番 氏 名              〉 

 

記号 理由 

記号 理由 

１位 

２位 ２位 

４位 ４位 ４位 

７位 ７位 

９位 



〔別紙③〕 

 

  《授業の感想》 

● 私たちがこうやって当たり前のように学校に来たり、勉強したり遊んだりできているのは「子どもの

権利」があるからだと分かり、この権利があって良かったと思いました。班の中でランキングの話し合

いをしたときに全部一緒の人はいなかったから、人それぞれ優先順位の考え方が違うんだと思いまし

た。 

 

● 人権は一つもかけてはいけないものだと知っていたが、自分の後の世代にも幸せな生活を送ってもら

うために絶対に残さなくてはいけないと再確認しました。 

 

● 子どもの権利があるおかげで自分たちが平和で安心して過ごせると分かりました。権利がどれだけ自

分にとって大切か気づけました。 

 

● 人によって順位が全然違ったので人それぞれいろんな考え方があるんだなと思いました。だからこそ

人権ってすごく大事なんだなと感じました。 

 

● 他の人の意見を聞いてみると、みんな一番大事だと思う権利や、大事だと思う順番が全然違うので驚

きました。みんなそれぞれ大切に思う権利が違うので、全ての権利がとても大切だなと思いました。違

う国ではこの権利が保障されていなかったりするので今あるこの権利を大切にし、これからも生きてい

きたいです。 

ア 
国のちがいや、男か女か、どんな宗教を信じているか、どんな意見を持っているか、心や

体に障害があるかないか、お金持ちであるかないかなどによって差別されない権利 

イ 自由に自分の意見を表す権利 

ウ 
自由な方法でいろいろな情報や考えを伝える権利、知る権利（ただし他の人に迷惑をかけ

てはいけない） 

エ 
自分のこと、家族のくらし、住んでいるところなど、人に知られたくないときは、それを

守ることができる。また、他人から誇りを傷つけられない権利 

オ 病気になったときや、けがをしたときには、治療を受けることができる権利 

カ 心やからだの健やかな成長に必要な生活を送る権利 

キ 教育を受ける権利 

ク 休んだり、遊んだり、文化・芸術活動に参加する権利 

ケ 
無理矢理働かされたり、そのために教育を受けられなくなったり、心や体によくない仕事

をさせられたりしないように守られる権利 

コ 
自分の成長に役立つ多くの情報を手に入れる権利 



〔別紙④〕 

 

● 子どもの権利は、全て大事なんだと分かった。この中の権利が一つなくなったとしたら、生きるのが

難しくなったり、苦しかったりすることになると分かりました。この権利が当たり前にある日本は幸せ

だと思いました。 

 

● 権利が定められているということは、未来を担う子どもにとってどれも大切で必要なものだからある

のだと思った。命に関わるか、関わらないかで順位をつけることもできるけど生活していくうえで無い

と困る権利は全てだと思った。私たちの当たり前は権利があって成り立っている。 

 

● 今回の授業で学んだ権利は「これが一番大事」や「これはなくても良い」などというのは一つもな

く、どれも必要不可欠な権利だから日本では当たり前でも他の国にはその全部があるとは限らないから

大事にしていく必要があると考えている。 

 

● 友達と意見交換をして、自分とは正反対の意見や、同意見でも視点が違っていたりすることがあり面

白かったです。また、それによって自分一人では気づけないような考えに出会ったり、思いつかなかっ

たり意見が浮かんできたりしたのが良かったです。子どもの権利はどれも大切で、このおかげで幸せな

生活がおくれていると思いました。 

 

● 子どもも大人と同じ社会の一員として、一人一人が尊重されていることが分かりました。子どもが自

由に意見を言える機会は少ないので、そのような機会も増やすべきだと思いました。 

 

● 自分とはまったく違う意見の人もいたけど違う意見が出るということは、それだけこの 10 個の権利

は全て尊重されるべきなんだなと思いました。他の国ではこのような子どもの権利条約が守られていな

いところもあり、日本はすごく子どもを大切にしていると思いました。でも、他の国のことも他人事だ

と思わずに生きていきたいです。 

 

● 10 個の権利全てが大事だと思うので守られるべきだと思いました。人によってどこに重きを置くの

がだいぶ違ったので少し楽しかったです。 

 

● 私には「子どもの権利」があり、それが守られているため比較的裕福な暮らしができていると分かり

ました。タンザニアなどのアフリカの方は日本のように権利を保障する余裕がないから教育を受けたく

ても受けられない人などが多いのだと考えました。世界で決められた子どもの権利条約なのにその権利

を保証しきれていない国が多いのはとても悲しいことだと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔別紙⑤〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔別紙⑥〕 



〔別紙⑥〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



子どもの権利条約 「４つの柱」 学校での取組み（追加資料） 

《生徒の取り組み》 

生きる権利   子どもは、それぞれが世界中でたった一人しかいない、かけがえのない存在とし

て大切にされなければならない 

 

・ゲートキーパー講演会（7月 18日実施 対象：全校生徒） 

・情報モラル講演会 「SNSの使い方」 （7月６日実施 対象：全校生徒）  

・道徳・人権の授業 「100万回生きたねこ」（命の尊さ）等 （11月２日実施 対象：全校生徒） 

・学校保健委員会 「睡眠について」 （令和６年 1月 12日実施予定 対象：該当生徒） 

 

 

育つ権利   人には、考え方や何かを大切に思う心など、様々な自分らしさがある。自分らしさ

を大切に、勉強したり遊んだり、時には失敗しながら成長する 

     

・生まれもった性質、性の多様性、健康上の問題に配慮した制服の見直し、校則の改定 

 ・「ようこそ先輩プロジェクト」  

車椅子バスケットボール選手「北間 結衣さん」・元宝塚歌劇団「麻樹 ゆめみさん」の講演会   

 ・道徳・人権 「王さまと王さま」（性の多様性の授業）等  

 ・特別支援委員会との連携を密に図り、通級指導など個々の生徒の能力に即した支援を検討・実施 

 ・登校がむずかしい生徒に対して「別室登校」、学校外の学びの場「適応教室」「ほっこり広場」の設置 

 ・Roseタイム（縦割りの教え合い学習）  

 ・教え合い学習が成り立つ座席配置にする 

 ・授業以外で学習する機会を設ける（土曜スクール、テスト前・長期休み後の学習会） 

 ・コミュニケーショントレーニング「コミトレ」 

（ペア学習を通して「話す力」「聞く力」「書く力」の定着を図る） 

・「学校生活アンケート」実施  

・「QU」の実施 

・CRTテストの実施 

・体育大会の中できょうだい学級での取組 

・タブレット端末持ち帰りによる連絡・学習体制の確立 

      

    

 

守られる権利    どんな理由があっても、いじめや体罰など、心や体が傷つけられるようなこ

とがあってはならない 

 

  ・「いじめアンケート」（年 2回） 「体罰アンケート」（年 1回） 

・担任との教育相談 （学期に 1回） 

 ・毎週行われる「不登校係会」「特別支援係会」において各学年の生徒の様子、保健室来室生徒について

情報交換をおこない専門機関と連携する 

 ・校則の文章表記に男女の区別をしない 

 ・教師の校内巡回による生徒の見守り 

  



《全国学力・学習状況テストより》 

 ＊肯定的な回答の結果 

  本校 全国 

(４)自分にはよいところがあると思いま

すか。 
昨年度 80.8％  78.5％ 

今年度 90.5％  80.0％ 

(７)将来の夢や目標を持っていますか。 
昨年度 65.6％  67.3％ 

今年度 75.4％  66.1％ 

       

成果に関する客観的なみとりの資料 （生徒の感想） 

「自己肯定感を高めることにつながった」に関するもの 

 ・ 今まで校則は先生たちだけで決めるものだと思っていたけど、自分たちの意見が取り入れられて嬉

しかった。 

 ・ 自分たちの意見を聞いて、取り入れてもらえたのでうれしかった。 

 ・ みんなが今より学校に行くのが楽しいなって思って、元気になってくれたらうれしい。 

 

「自立へとつながった」 

 ・ これからはきっちりした服装で学校生活を送りたい。 

 ・ 今までは自己中心的な着こなし良いと思っていたけれど、これからは本当の格好良さを意識した

い。 

 ・ これからは校則を通して、正しい TPOを身に付けたい。 

 ・ 校則を自分たちで考える大切さが分かった。 

 ・ みんなで作った校則を、みんなで大切に守っていきたい。 
 

 


